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Ⅱ 採7大方法及び表の説明  

本譜査の対象地域の選定要掛こついては，昭和56年3  

月地方衛生研究所全国協議会事務局発行「健康と飲料水  

中の無機成分に関する研究」のとおりである。   

採水個所は，袖ヶ浦町水道水，一夜滞留水各5検休，  

海上町水道水，一夜滞留水各2検体，飯岡町水道水，一  

夜滞留水各3検休の計20検体。   

滞留水の採水方法   

一夜滞留水（採水当日，早朝の初流水）を酸洗浄した硬質  

ガラスビンに採水し，試料1ゼにつき，有害金属用硝酸  

10mlを加え分析に供した。  

表2 海上町，飯岡町簡易水道水水質成績表  

Ⅰ はじめに  

地方衛生研究所全国協議会では，全国でいくつかの上  

′－水道を選び，飲料水中の無機成分が健康に与える影響を  
検討することを目的として，「健康と飲料水中の無機成  

分に関する研究」と題する調査研究を実施した。56年産  

も，55年度に引き続き水質調査を行うと共に，一夜  

滞留水の重金属（Zn，Cd，Cu，Mn，Pb，Fe）の検査を  

実施した。  

当所では，55年度と同様，袖ヶ浦町および海上，飯岡  

町を渦査対象地区としてこの調査に参加したので，その  

結果を資料として報告する。  

表1 袖ヶ浦町水道水水質成績表  
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滞 留 水 の 検 査 成 績 表   

表3 袖ヶ浦町水道水水質  （1981．10．20採水）  

項  目  単位   
採   水  地  点  
B  C   D  E   

算術平均  標準偏差  分 析 方 法  

気  温  〇C  23．0  25．0  23．1   22．6  21．2  23．0   1．36  

水  温  OC    14，0  17．0  15．0  16．0  15．5   1．29  
PH  7．5   7．8   7．6   7．8   7．6   7．7   0，13  比色法   

Zn   mg／ぞ  0．17  0．14  0．26  0．10  0．39  0．212  0．1156  溶媒抽出原子吸光法   
Cd   mg／ぞ  ND   ND   ND   ND  0．001  0．0002  0．0004  直接フレームレス法   

Cu   mg／ぞ  0．007  0．068  0．005  0．003  0．006  0．018  0．0281   
Mn   mg／ぞ  0．013  0．017  0．01  0．07  0．044  0．0308  0．0257   
Pb   mg〝  0．001  0．001  ND  ND  0．007  0．0018  0．0030   ／／   

Fe   mgイ  0．00  0．05   0．00  0．08  0．11  0．05  0．049  1・10・フェナントロリン法   

表4 海上町，飯岡町簡易水道水水質  （1981．10．20採水）  

海 上 町  
項  
月  単位  

飯  岡  町  
B  C D   E   

算術平均  標準偏差  分 析 方 法  

気  温  OC  18．0  20．1   18．3  20．2  19．4   19．2   1．01  
水  温  OC  17．0  18．5   18．0  17．0  18．0  17．7   0．67  
pH  6．7   65   7．O  6．6  6．6   6．7   0．19  比色法   

Zn  mg′「  0．10  0．95  0．070；0．018   0．38  0．304  0．3877  溶媒抽出原子吸光法   
Cd   mg／ぞ  ND   ND   ND   ND   ND   ND  直接フレームレス法   

Cu   mg／ぞ  0．050  0．36  0．010  0．005  0．020  0．089  0．1525   
Mn   mg／ぞ  0．004  0．015  0．001  0．001  0．003  0．005  0．0058   ／／   

Pb   mg／ぞ  0．004  0．29   0．001  0．002  ND  0．059  0．1290   

Fe   mg／ぞ  0．13  1．28  0．00  0．00  0．18  0．32  0．544  1・10・フェナントロリン法  

水質の分析結果及び分析方法は表1－4に示した。  

定量下限値は下記のとおり。   

定量下限値（mg／ぞ）   

Zn；0．001，Cd；0．0001，Cu；0．0005   

Mn；0．0002，Pb；0．0004．Al；0．002   

Cr；0．0002，Li；0．0002，Se；0．0001   

V；0．002，Be；0．0002，Ni；0．0003   

Co；0．0003  

Ⅲ まとめ  

56年度は，夜間水道管中に滞留した，滞留水の重金属  

について＆EJ定した結果，Cdは不検出，Mnは変化しない  

水，減少する水もあった。他の成分（Zn，Cu，Pb，Fe）  

は幾分増加の傾向が見られた。   

水質について，図1，Key diagramに示す如く，袖  

ヶ浦町水道水は領域Ⅰ（低塩類の炭酸塩硬度グル  

ープ）に属し，良質な水と思われる。また海上・飯岡町  

の簡易水道水も領域Ⅰに属しているが，浸透性のよい地  

層の上，10m′前後の浅層水のため，窒素化合物に変動がみ  

られ，硝酸性窒素が多く検出された。  

■■l  

図1．Key diagram   

領域Ⅰ 炭酸塩硬度グループ  

蚕炭酸石灰，苦土を主成分とする水で，表流水，  
浅層地下水（自由地下水）等ほこの区分に属する。  

領域Ⅲ 炭酸アルカリグループ  
重炭酸ナトリウム，がノウムを主成分とする流  

動性の弱い被圧面地下水，いわゆる停滞性地下  

水がこの区分に属する。  
領域Ⅲ 非炭酸塩硬度グループ  

塩化土類，硫酸土類を主成分とする水で，この  
区分に属する水は希れである。  

領域Ⅳ 非炭酸アルカリグループ  

塩化アルカリ，硫酸アルカリを主成分とする水  

で，海水の浸入した地下水，強度の化石水，食  
塩泉等がこの区分に属する。  

領域Ⅴ 以上4つの区分に属さないもの。   
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